











































































図 1	 	ジョルジョーネ《嵐》　1508 年頃　ヴェネツィア　
アカデミア美術館
（4） 　描かれた音


































図 4 	 	ヨハネス・フェルメール《牛乳を注ぐ女》	
1658 年頃　アムステルダム　国立美術館






























































































































































なる。それは 1910 年前後から作品として形を取り始め、1913 年の《コンポ
ジションⅥ》（図 10）によって一定の完成を迎えたと言ってよい。この時期














































































図 11	 パウル・クレー《ポリフォニー》　1932 年　バーゼル美術館
（18） 　描かれた音
三つの相を結びつけるのは心の働きである。そこには記憶が不可欠な要素と
して関与している。
美術においても記憶は本質的なものである。今、現にそこにある何かを再
現するとともに、過去の記憶と未来への期待に訴えるという点で、美術と音
楽には共通点があると言える。そのことは、絵画の起源が不在の人の肖像で
あったとするプリニウスの伝える逸話からもうかがい知れる。それゆえ、美
術の表現内容に音が含まれることは、当然とも言えるのである。そうである
ならば、クレーやカンディンスキーのような試みがなされたのは必然であっ
たと言えるかもしれない。
図版出典
図 1，2，4-7，9　Web Gallery of Art　https://www.wga.hu/index1.html
図 3　The Athenaeum　http://www.the-athenaeum.org/art/full.php?ID=415
図 8　筆者撮影
図 10　Wikimedia Commons　https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/3/3a/
Vassily_Kandinsky%2C_1913_-_Composition_6.jpg;
図 11　Wikimedia Commons　https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/2/25/
Polyphony.JPG;
